
「外国人留学生」の国内就職の現状
 外国人留学生のうち、高度人材の卵は、大学などの在籍者。

大学などの留学生のうち、毎年度の卒業生は約６万人で、そのうちの2.7万人が、
大学（学部・院）の卒業生。

 進路希望調査では、日本において就職を希望する外国人留学生が約65％に上る一方で、

実際に日本で就職する大学などの留学生は、卒業生の35%程度。

 政府目標として、卒業生の日本就職率を50%に引き上げる。【日本再興戦略2016】
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※１ (独)日本学生支援機構「令和元年度外国人留学生在籍状況調査結果」…令和元年5月1日現在 312,214人（大学等228,403人。日本語教育機関83,811人。）

※２ 同「平成30年度外国人留学生進路状況・学位授与状況調査結果」 …平成30年度中に卒業（修了）した留学生58,174人（うち大学(学部･院)26,602人、

そのうち日本国内就職者9,330人）

※３ 同「平成29年度私費外国人留学生生活実態調査概要」…平成30年1月に実施した私費外国人留学生を対象としたアンケートに回答した5,704人中、

3,682人が「日本において就職を希望」と回答（その他、日本進学希望、出身国就職希望などの中から複数回答可）。
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